
ライフステージに応じた普及・啓発の実施
妊娠期～産後

○ 母子健康手帳交付窓口における教育 ○ 母子健康手帳交付時の教育実施状況
窓口に来所した妊婦または同居者等への教育

○ マタニティセミナー（２講座） ○ マタニティセミナー受講者数（２講座） ○ マタニティセミナー（2講座）の受講者数は
「たばこのお話」のテーマで年14回開催（浪岡会場　２回） 横ばいとなっている。

○ 妊産婦、新生児訪問における教育 ○ 妊婦及び妊婦の同居者による喫煙割合（妊婦連絡票より）･･･★ ○ 妊婦の喫煙割合及び同居者による喫煙割合は
　 妊産婦、同居家族への教育（随時） 年々減少している。

※H26は2月末現在

乳幼児期
○ 乳幼児健診（問診時）における教育 ○ ３歳児健診における絵本の読み聞かせ実施状況

特に３歳児健診では、来所した親子を対象に「王様のけむりと
少年」絵本の読み聞かせを実施

○ 児童福祉週間事業「ごじゃらっと広場」における教育 ○ 児童福祉週間における子どもたちへの普及啓発活動は、平成25年度
子どもたちを対象に、「王様のけむりと少年」絵本の読み聞かせ から実施しています。
を実施

○　保育園における喫煙防止教室 ○　保育園における喫煙防止教室の実施状況
浪岡地区において、保育園児を対象に、「王様のけむりと少年」、
「たばこ　すうたら　あかん！」絵本の読み聞かせを実施

○ 乳幼児のいる世帯で喫煙者がいる割合（％）

○ 同居家族が乳幼児の近くで喫煙している割合（％）・・・★

※H26は2月末現在

学童、思春期
○ 思春期健康教室における知識の普及・啓発 ○ 思春期健康教室の実施状況（浪岡地区含む）

青森地区　中学生
浪岡地区　小学生、中学生

※H26は3月19日現在

○ 16～19歳の未成年者の喫煙割合（H23年度）・・・★
男子　14.3％　　女子　13.3％

○ガイドライン概要版リーフレットを活用し、
　各種保健事業や、事業者向け研修会の機会等
　を利用し、たばこの健康影響に関する正しい
　知識の普及・啓発を図った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森市たばこの健康被害防止対策における取組の評価

○3歳児健診では、受診した全ての親子に対し、
　絵本の読み聞かせを通してたばこの健康影響
　に関する正しい知識の普及啓発を図った。

○思春期健康教室の実施状況は横ばいとなって
　いる。

○未成年者の喫煙予防と、働き盛り・子
　育て世代の禁煙動機づけの強化を図る
　ことを目的に、親子を対象としたたば
　こと健康講座を、学校の夏休み等の期
　間を利用して実施する。

○引き続き、保健事業等の機会を通じて
　ガイドラインを活用した普及啓発活動
　を継続して実施する。

○ライフステージに応じたきめ細かな教
　育の取組により、妊婦や同居者の喫煙、
　乳幼児の保護者の喫煙割合が減少して
　いることから、平成27年度以降も継続
　して実施していく。

評価・課題

○たばこの健康影響、胎児への影響等を、母子
　健康手帳交付時に全ての妊婦に対して指導し
　ている。

たばこの害と健康への
悪影響に関する知識の
普及

○平成23年度の調査では、未成年者が男女とも
　に7人に1人が喫煙しているという結果であっ
　た。

たばこの健康被害防止
対策の取組

具体的な取組内容

■青森市たばこの健康被害防止対策ガイドライン(以下、「ガイドライン」
　という。）、概要版リーフレットを活用した普及啓発

　○ガイドライン、概要版リーフレットの常設
　　・青森市保健所（元気プラザ窓口、食品衛生等に関わる事業者向け窓口）
　　・浪岡事務所健康福祉課
　　・各市民センター
　
　○各種保健事業における概要版リーフレットを活用した啓発
　　・世界禁煙デー・禁煙週間における　（平成26年5月31日～6月6日）
　　・たばこと健康フェア　　　（平成26年9月13日）
　　・壮年期健康教育　　　　　（随時）
　　・あおもり卒煙サポート塾　（平成26年6月～9月）
　　・その他、企業等の健康づくりイベントの共同における啓発（随時）

○乳幼児のいる世帯で喫煙者がいる割合は、年
　々減少しているが、4か月児のいる世帯は、平
　成24年度から平成25年度にかけて1.3％増加し
　ている。

○保育園へ出向き、3歳以上の幼児を対象に、
　絵本の読み聞かせを通してたばこの健康影響
　に関する正しい知識の普及啓発を図った。

○同居家族が乳幼児の近くで喫煙している割合
　は年々減少しているが、4か月児の同居家族
　は、平成24年度から平成25年度にかけて0.5％
　増加している。

実　績

○4か月児は、世帯に喫煙者がいる割合、
　児の近くで喫煙している割合が、とも
　に妊娠期から増加しているため、妊娠
　期からの禁煙指導を徹底していく。

今後の取組

★印は、元気都市あおもり健康づくり推
進計画の指標

H23 H24 H25 H26

実施数（件） 2,125 2,031 2,086 1,850

H23 H24 H25 H26

受講者数（人） 462 468 415 524

H23 H24 H25 H26

妊　　　婦（人） 5.3 5.0 4.3 4.8

同　居　者（世帯） 50.3 45.1 42.9 42.4

H23 H24 H25 H26

読み聞かせ（世帯） 2,147 2,153 2,124 1,927

H23 H24 H25 H26

４か月児 59.7 57.5 58.8 56.6

１歳６か月児 58.9 58.4 52.6 55.0

３歳６か月児 59.4 59.1 55.1 57.0

H23 H24 H25 H26

４か月児 4.1 4.1 4.6 1.9

１歳６か月児 6.8 7.1 5.0 2.0

３歳６か月児 11.5 10.8 8.9 5.1

H23 H24 H25 H26

中学生（回） 9 10 10 12

小学生（回） 6 6 5 6

H23 H24 H25 H26

読み聞かせ（人） 119 95 111 115

【資料１－③】
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評価・課題
たばこの健康被害防止
対策の取組

具体的な取組内容 実　績 今後の取組

★印は、元気都市あおもり健康づくり推
進計画の指標

青年期
○ 大学への出前健康教育の実施 ○ 青年期のたばこに関する健康教育の実施状況

※H26は3月19日現在

成人期～高齢期
○ 地域、企業等への出前健康教育の実施 ○ 成人期～高齢期のたばこに関する健康教育の実施状況

・ 地区組織から依頼のあった健康教育
・ ドラッグストアショー等の企業イベント

※H26は3月19日現在

■ライフステージに応じた喫煙対策

妊娠期～産後
○ 母子健康手帳交付窓口における禁煙指導 ○     母子健康手帳交付時の禁煙指導件数　　　　　　　　　　　

喫煙している全ての妊婦もしくは同居者に禁煙指導を実施。

※妊婦連絡票で喫煙していると答えている妊婦、同居者について全数実施
○ 妊産婦、新生児訪問時の禁煙指導　（随時） ※H26は3月19日現在

　 喫煙妊産婦、同居家族への禁煙指導

乳幼児期
○ 乳幼児健診における喫煙保護者への禁煙指導 ○ 乳幼児健診時の喫煙保護者等への禁煙指導件数

※H26は2月末現在

成人期～高齢期
○ 禁煙相談、卒煙サポート塾の開催 ○ 禁煙相談、卒煙サポート塾の実施状況については各項目のとおり

○ 青森市成人の喫煙率（平成23年度）・・・★
男性　28.6％　　女性　13.5％

○母子健康手帳交付時の禁煙指導件数は年々減
　少しており、喫煙している妊婦や同居家族は
　減少しているが、一定数の喫煙妊婦がいる状
　況である。

■たばこと健康フェア
　【開　催】年１回
　【場　所】サンロード青森
　【内　容】○健康ステージプログラム（たばこの煙の正体や健康影響等）
　　　　　　○健康情報体験コーナー（肺年齢測定、血管老化度チェック等）
　　　　　　○啓発展示コーナー　　（喫煙と歯周病に関するパネル展示等）
　　　　　　○肺がん・結核検診

○申込み、卒煙状況

喫煙対策

■あおもり卒煙サポート塾
　【対　象】直ちに禁煙したいと考えている市民
　【期　間】３ヶ月間
　【内　容】・医師、薬剤師による専門講座「卒煙スタート講座」
　　　　　　・卒煙成功者の体験談や管理栄養士による体重増加対処講座
　　　　　　　「卒煙アシスト講座」
　　　　　　・卒煙体験かたり場と卒煙証の授与「卒煙体験座談会」
　　　　　　・保健師によるメール、電話、レター等の随時サポート

○来場者数

○大学入学後の喫煙を予防するとともに、
　喫煙が長年の習慣となる前の青年期
　に対する禁煙指導を実施する場として
　継続して実施する。

■禁煙相談
　【対　象】禁煙に関心のある市民、その家族
　【内　容】保健師の個別相談、呼気一酸化炭素濃度測定、体内の残留タール
　　　　　　を調べる唾液検査（傾向検査）、禁煙外来や禁煙補助剤の相談
　【開催数】年間10回（1月と4月を除く毎月1日）
　　　　　　6月は「出張！肺の元気度鑑定団」としてイトーヨーカ堂で開催

○成人期～高齢期の教育の実施状況は、年度に
　よってばらつきがあるが、やや低迷してきて
　いる。

○相談者数（延人数）

※H23,24年度は「肺クリーン禁煙相談」として実施
※H26年度は3月19日時点の人数・回数

○たばこと健康フェアは、不特定多数の市民、
　特に子ども連れの子育て世代への周知・啓
　発の場であり、来場者数は年々増加してお
　り、より多くの市民へ正しい知識を普及で
　きたものと考えられる。

○平成27年度市民意識調査を実施し、
　喫煙率の推移を明らかにする。

○4か月児の保護者で喫煙している方
　が増加しているので、妊娠期から
　の禁煙指導を徹底する。

○27年度も、定期禁煙相談を継続して実
　施する。

○卒煙サポート塾は、毎年参加者の5割以上が
　３か月間の禁煙に成功している。26年度は参
　加者が減少したものの、20～30代の参加者が
　増加した。

○禁煙相談の利用者は増加傾向にある。26年度
　は6月の定期相談をショッピングセンターに
　出張した効果もあり、より多くの市民が気軽
　に立ち寄り、動機づけの機会とすることがで
　きた。

○引き続き母子健康手帳交付時の禁煙指
　導を実施する。

○卒煙サポート塾は、禁煙したい市民
　の禁煙行動を直接的に支援する場と
　して、継続して実施していく。
　平成27年度は、若い世代はもとより
　より多くの市民の参加を呼びかける。

○乳幼児健診時の保護者への禁煙指導件数は年
　々減少しているが、4か月児の保護者では36
　世帯増加している。

たばこの害と健康への
悪影響に関する知識の
普及

○平成27年度は、あおもり市民健康アッ
　プフォーラム内でたばこと健康に関す
　る展示や体験コーナーを設け、その他
　の健康に関する知識とともに、総合的
　に学べる場として実施する。

○青年期の教育として、大学の入学・進級ガイ
　ダンス等の機会を通じて出前教育を実施。年
　度によって人数に差はあるものの、今年度は
　より多くの学生を対象に実施することができ
　た。

○働き盛り世代（子育て世代）への教育
　を強化するため、職場の休憩時間等を
　利用した、たばこと健康をテーマにし
　たミニ講座を開催する。

H23 H24 H25 H26

人　　数　　（人） ― 130 30 1400

年間開催回数（回） ― 1 1 2

H23 H24 H25 H26

人　　数　　（人） 1160 788 1060 447

年間開催回数（回） 14 17 13 7

H23 H24 H25 H26

来場者数（延人数） 1,918 1,804 1,903 2,038

H23 H24 H25 H26

人　　数　　（人） 32 49 40 106

年間開催回数（回） 12 18 10 10

H23 H24 H25 H26

申込み人数（人） ― 27 33 21

卒煙成功者（人） ― 16 21 11

卒煙成功率（％） ― 59.3 63.6 52.4

H23 H24 H25 H26

妊　　　婦（人） 112 101 89 89

同　居　者（世帯） 1,060 910 890 776

H23 H24 H25 H26

４か月児　　（世帯） 1,279 1,135 1,171 1,008

１歳６か月児（世帯） 1,242 1,260 1,111 984

３歳６か月児（世帯） 1,276 1,272 1,220 1,099
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評価・課題
たばこの健康被害防止
対策の取組

具体的な取組内容 実　績 今後の取組

★印は、元気都市あおもり健康づくり推
進計画の指標

○ 市の所管する施設を全面禁煙化したことで、
多くの市民の受動喫煙機会が減少したと考え
られる。

○ 子どもたちの主な生活の場ともなっている ○ 保育所（園）、幼稚園の施設の現状
小中学校については全面禁煙が実施されて を明らかにし、必要に応じてガイド
いるが、保育所（園）・幼稚園については ラインに基づいた指導を実施する。
施設の現状が把握できていない。

たばこの煙から子ども
を守ろう運動の推進

■たばこの煙から子どもを守ろう協力店
　店舗内の禁煙に取り組む飲食店を「たばこの煙から子どもを守ろう協力店」と
して登録し、ステッカーを交付。

○参加事業者数

　
　※H23年度は「世界禁煙デー街頭キャンペーン」「禁煙パネル展」を実施
　※たばこの煙から子どもを守ろう運動、禁煙サポート運動はH25年度開始
　※禁煙サポート運動は（一社）青森市医師会、（一社）青森市歯科医師
　　会、（一社）青森市薬剤師会、その他の医療機関数の合計

○店内を禁煙としている飲食店へ個別に
　登録勧奨を行う。

○元気都市あおもり健康づくり推進計画では、
　平成32年度までに350店舗の登録を目標とし
　ており、年間50店舗程度の登録が必要となる
　が、達していない。

○登録店舗数・・・★
　　13店（H27年3月19日現在）

○あおもりスモークフリー・アクションへの参
　加事業者は年々増加しており、たばこの煙か
　ら子どもを守ろう運動の広がりを示してい
　る。特に平成26年度は新たにの職業組合の団
　体から賛同を得られたことで、大幅に事業者
　数が増加した。

○平成27年度も引き続き、市民・事業者
　・行政が一体となって実施する運動と
　して、継続して実施する。

○歩きたばこやポイ捨て防止についても
　呼びかけ、子どもたちが利用する通学
　路や遊歩道、公園における喫煙マナー
　の普及啓発を図る。

①たばこの煙から子どもを守ろう運動
【内　容】・街頭キャンペーン
　　　　　・啓発ポスター掲出
　　　　　・ガイドライン（概要版リーフレット）掲出

○市庁舎及び市所管施設の全面禁煙実施数
　　141施設（146施設中）※H26年5月調べ

○市立小・中学校の全面禁煙実施数
　　小学校　45校（45校中）
　　中学校　20校（20校中）

■市役所庁舎及び所管施設の全面禁煙化（平成25年4月から）
　※施設の利用形態により実施困難な5施設を除く

　<ガイドラインで先導的に全面禁煙を実施すべきとしている施設>
　・官公庁の事務所、市の管理する施設
　・医療機関等の医療施設、健康増進施設
　・公共交通機関（駅、停留所含む）
　・保育所、幼稚園、学校等の福祉・教育施設

受動喫煙防止対策

■ガイドライン（概要版リーフレット）を活用した周知啓発
　・（一社）青森市医師会に所属する医療機関への周知
　・食品衛生責任者養成及び実務講習会（食品衛生協会主催）における周知

③その他の運動
　・青森市保健所における禁煙パネル展
　・たばこのルールやマナーに関する啓発活動（遊歩道等）
　・市役所、所管施設におけるポスター掲示（厚生労働省ポスター）

■“あおもりスモークフリー・アクション”
　市民・事業者・行政が一体となって、たばこの健康被害から市民を守る「たば
この煙から子どもを守ろう運動」「禁煙サポート運動」を、世界禁煙デー・禁煙
週間の期間に実施。
【期　間】世界禁煙デー・禁煙週間の期間（5月31日～6月6日）

②禁煙サポート運動
【内　容】専門機関と連携した禁煙支援運動
　　　　　・禁煙サポート運動ロゴ掲出
　　　　　・ガイドライン（概要版リーフレット）掲出
　　　　　・各機関における禁煙支援PR及び呼びかけ強化

○ガイドラインを活用した周知状況
　・医療機関　約210か所
　・食品衛生責任者養成及び実務講習会　約500名（年4回開催）

○平成26年度は、医療機関や飲食店等、多くの
　市民が利用する施設について、ガイドライン
　に基づく受動喫煙防止対策の実施を呼びかけ
　た。

○平成27年度も引き続き、食品衛生協会
　やその他の機関と連携し、より多くの
　事業者や施設管理者に受動喫煙防止対
　策実施を呼びかける。

まとめ

たばこ対策は、平成２３年度から重点的な取組を進めており、受動喫煙防止対策では、「たばこの煙から子どもを守る」ための取組により、妊婦や同居者の喫煙割合が年々減少していたものの、平成25年度では4か月児のいる世帯での同居者の喫煙割合が微増したことから、
改めて、家庭の中からの受動喫煙防止の取組の強化が必要です。一方、喫煙に関する健康教育や各種イベントにおいては、参加人数や協力団体が増えており、普及啓発の効果が見られています。

また、平成２６年度には、平成２５年度１２月に策定した「青森市たばこの健康被害防止対策ガイドライン」に基づく新たな取組として、「たばこの煙から子どもを守ろう協力店」の登録を推進しており、今後も広く周知し店舗数を増やしていく必要があります。

以上のことから、２７年度は、親子を対象とした健康講座の開催や、受動喫煙防止の環境づくりを重点課題とした取組を強化していきます。
なお、当ガイドラインは平成２５年１２月に策定したものであり、平成２７年度以降においても、更なるたばこ対策の推進を図り、評価しながら本取組を推進していきます。

H23 H24 H25 H26

禁煙サポート運動 ― ― 529 492

424―
アクション

参加事業者数
205 211
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